





















































































































各教科 自立活動 総合的な学習の時間 特別活動 道徳
?????
○基礎的・基本的な知
識技能を身に付ける。
○自己の考えを意思表
示する活動を取り入
れる。
○自分の良さや自分ら
しさを見付け，得意
なことを伸ばし，自
信をもつ。
○身体の変化や運動機
能について知る。
○将来の夢や憧れの姿
をもち，目標への意
欲を高める。
○仲間と関わりながら，
自分の気持ちや考え
を表現する。
○自分のできる仕事に
責任をもって取り組
む。
○相手の立場に立って
行動したり，自分や
人を大切にしたりす
る。
????
・学年相当の各教科学
習
・単元や行事の振り返
りとして感想や考え
を書く
・自分の身体を知る
・立位，歩行訓練
・身体のケア
・職業についての情報
収集，調べ学習
・憧れの職業人へのイ
ンタビュー活動
・職場見学
・係活動
・児童会活動
・他学部との交流活動
・道徳の時間
・日常生活の中で
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なったりすることも多々あったが，回数を重ねていくうちに自分で何とか言葉にして表現しようとする姿が見られるよ
うになった。
　　③　自立活動での実践
　　　ア　自己理解を促す
　自立活動の時間は，毎日30分間設けて行っている。足の変形や
拘縮を防ぐために，身体のマッサージやストレッチは毎日欠かさ
ず行った。腕や肩の力を使うことも多いため，身体が凝りやすく，
マッサージをして身体をほぐすことが必要であった。児童の身体
の状態を知ったり，ある程度の力をかけて行ったりしなければな
らないので，教師がマッサージやストレッチをすることは，もち
ろん必要なことではある。しかし，Ａ児の様子からは，身体を雑
に扱うような様子や，支援者からのマッサージに頼り切る様子が
見られたりした。このような姿から，自分自身の身体と一生向き
合うＡ児本人が自分で身体の状態を触って確かめたり，変化に気
が付けるようになったりして，自身の身体としっかり向き合うことができるようになってほしいと考えた。そこで，定
期的に「自分の身体を知ろう」というテーマで授業を行うことにした。養護教諭と連携をとり，実践を行った。二分脊
椎症とは，どんな病気なのか，どんな症状が起こりやすいか，より良くしていくにはどんなことが大切か等，説明を
行った。Ａ児は，真剣に話を聞いたり，モデルを見たりしながら，実際に手を動かしたりしてマッサージの方法やポイ
ントを学習した。この授業後には，「自分の身体を守るのは自分。大切にしていきたい。」と感想をもった。毎日のマッ
サージでは，自分で足を伸ばしながら「今日は，いつもよりも足が伸びにくいな」「足が冷えているから，もっと温か
くした方が良いな」など，自分で足伸ばそうとしたり，足が冷えないように厚手の靴下やレッグウォーマーなどで温か
く保てるような工夫をしたりするようになってきた。また，排泄のリズムを知るために排泄記録表の記入も始めた。自
分自身の身体のことを知ることで，身体を大切に，より良くしていこうとする姿が増えていった。
　　　イ　達成感や自信をもたせる
　Ａ児は，自分の言動に自信がもてなくて消極的な面がある。そこで，自己選択したり，自己決定したりする力を伸ば
す中で，「できた」「やったぞ」という経験を積み重ね，自信をつけたいと考えた。経験不足の事柄や初めての活動でも，
Ａ児が自分で課題を選んだり目標を決定したりするようにした。自立活動では，立位や歩行の訓練を行っている。Ａ児
にとって，立位や歩行訓練は，体幹が不安定で苦手な活動であるが，身体のバランスをとったり，手で身体を支えたり
する練習をするためにはとても重要な活動である。立位や歩行をすることの必要性を教師と共に確認した後，「今日は
○○と○○，どこまで歩くか」と歩く距離を選択したり，A児が自分で目標を決定したりする経験を積み重ねた。始め
は，泣いたり大きな声で叫んだりしてその場を回避しようとし，活動が進まないことが多くあった。しかし，活動を重
ねていく中で，目標を達成でき時には，「やったぞ」「今日は○○まで歩けだぞ」という達成感や充実感を感じている様
子であった。目標を達成できたことや周囲の教師や友達から「すごい！」「頑張っているね」と称賛されることなどが
自信につながり，次の活動への励みとなっていったようであった。
　自分で課題を選択したり，目標を設定したりすることで，「自分の決めたことだから」と責任感をもち，それを達成
しようと意欲的に取り組むことができるようになってきた。立位や歩行をすることへの抵抗感がなくなると共に，徐々
に歩く距離や時間が長くなった。「よし，頑張ろう！」「どんどん行こう」と前向きな発言で活動に取り組むことができ
るようになった。
 
　　④　総合的な学習の時間での実践
　働く人々との出会いを経験することで，その人の生き様や人となりを感じ，職業に対する認識をもったり，将来の自
分自身の生き方を考えたりするきっかけとなるのでは，と考えた。そこで，総合学習では「職業について調べよう」と
いうテーマで1年間を通して学習を行った。「課題の設定→調べ学習→働く人との出会い，インタビュー（修学旅行）→
写真１　A児の排泄記録表
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自己の振り返り→まとめ」という活動の流れを設定して取り組んだ。
　　　ア　働くことへの興味を広げる
　興味のある仕事（書店員，保育士，バスケットボールプレ
イヤーなど）について，イメージマップを作成した（写真
２）。Ａ児は，これまでの経験から思いつくことや連想する
ことを挙げていった。マップは広がっていったが，見た目や
人柄などが中心であった。
　次に，インターネットや書籍を使って，興味のある職業に
ついて調べ学習を行った。大まかな仕事の内容や苦労，やり
がいなどを知ることができた。
　
　　　イ　働く人々との出会い
　修学旅行では，職場（書店）見学や施設（身体障害者福祉施設）見学と，そこで働く人々へのインタビュー活動を
行った（写真３）。Ａ児は本を読むことが好きなことから，書店の店員に興味があり，大型書店の店長から話を聞くこ
とができた。また，Ａ児が将来利用できそうな施設のトレーニングジムで働く
インストラクターの方にも話を聞くことができた。
　初対面の人との会話に慣れず，最初は緊張した様子であった。しかし，話を
聞いているうちに話に引き込まれ，真剣にメモを取った。これまで，コミュニ
ケーションをとることに消極的な面があったが，インタビュー活動を通して自
分の疑問を率直に尋ねることができ，充実した活動となったことで，達成感を
感じている様子だった。
　インタビュー前のイメージマップの作成段階では，表面的な職業観や捉えで
あったが，働くことの苦労や喜びを知ることで，働くことの意義を考えようと
する姿が見られるようになった。また，インターネットや調べ学習だけでは知ることができなかった，「この仕事に就
くために必要なこと」「将来のために今しておかなくてはならないこと」などを，直接聞くことができ，Ａ児が自分自
身を見直すきっかけとなった。
　
　この活動により，将来の夢を実現させるために，今の自分自身を振り返り，何をすべきかと自分の生き方を考えるＡ
児の姿が見られた。将来のために自分が頑張りたいことを見付け，意欲を高めることができた。
写真２　イメージマップ
写真３　インタビューの様子
【Ａ児の手紙より】
インタビューで，仕事のやりがいとか○○書店の名前などいろいろなことを聞くことができて，勉強になりまし
た。○○さんの言葉で一番心に残っていることは，「本や新聞をたくさん読むことが大切」ということです。こ
れからは，○○さんに言われたように学校や学園で本や新聞をいっぱい読みたいです。将来は，書店で働いてみ
たいです。
車いす用の機械でトレーニングをして，肩や背中がきたえられたような気がしました。
○○さんに言われて，心に残っていることは，「今やっていることを一生懸命すること」「なんでも挑戦するこ
と」です。これから学校や学園で勉強とか体力作りをがんばりたいです。いつかはまた，トレーニング室を利用
したいです。
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５　A児の変容
　４月当初は，自分の意に沿わないことがあると泣く，その場を回避しようとする精神的に弱い一面があった。自立活
動等を中心に，「やった」「できたぞ」と自信をつける経験を積み重ねたことで，初めてのことにも「まずはやってみよ
う」「どんどんいこう」と前向きな発言で挑戦しようとする姿が増えてきた。随時，目標やできそうなことを確認し，
意欲を維持向上させながら，スモールステップで取り組むことでできるようになったことが増えていった。支援者に依
存的な様子も少なくなり，自分の身体を自分で守ろうとする姿，自分の身体をより良くしていくために努力しようとす
る姿が多く見られるようになった。介助が必要であったトイレでの排泄では，車椅子から便座に乗り移り，自分ででき
るようになるなど，身辺処理の自立でも大きな成長があった。
６　成果と課題
　⑴　成果　
　実践の結果，これまで述べてきたように，Ａ児に前向きな変容があったといえる。それは，A児が将来自立や社会参
加するために必要な力の重点を絞り，教科や領域，合わせた指導などと関連付けたことで，学校生活や授業全体を通し
てキャリア教育の視点で手立てを講じることができたからであると考える。自己を見つめる→自分の課題に気付く→自
己選択・自己決定をする→目標を設定する→目標，夢に向かって取り組む→自己を見つめる→…といったプロセスを繰
り返し，螺旋階段のように一つ一つの取り組みや活動を積み重ねることが，Ａ児のキャリア発達へとつながっていった
のではないかと感じている。
　⑵　課題
　Ａ児の身に付けたい力と具体的実践計画を作成する際に，個別の指導計画との関連性が薄かったことが課題である。
キャリア教育で身に付けたい力と個別の指導計画を関連付け，支援の手立てをより明確にし，キャリア発達を促すこと
が必要であったと感じている。
　A児と周囲の人との関わりについては，学校生活だけでは狭く限定されがちである。実践では，修学旅行を利用して，
働く人々へインタビューをする機会を設定した。そのことが，Ａ児が夢や希望を膨らませることの一つの材料となり，
意義のある活動になったと考える。今後もこのような人との出会いやつながりを教師が意図的に仕組んでいく必要があ
る。Ａ児の利用している入所型福祉施設や療育施設と連携し，同年代の生徒との関わり，目標とする存在，憧れの人々
との出会いや関わりの場を設け，広げていくことができると良い。
　キャリア発達を促すためには，ある期間の取り組みだけで完結させるのでなく，小学部から高等部にかけて段階的，
系統的に取り組んでいく必要がある。今回は，Ａ児の小学６年生段階でのキャリア発達に重点をおき，実践を行った。
今後は，中学部，高等部段階での目標や付けたい力を明確にし，系統的な指導を行っていくことが必要であると考える。
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